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6月11～12日にかけての株式市場
の急反落について

2020年6月12日

図2：年初来の米国株式市場の推移
期間：2019年12月31日～2020年6月11日、日次

（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

ポイント① 株式市場が急反落

6月11～12日にかけて主要国の株式市場は急反
落しました。日経平均株価は6月11～12日(午前
10時頃)の2日間で5％ほど下落しており、6月11
日のNYダウは7％ほど下落しました。

日経平均株価は年初から年初来安値の3月19日
にかけて7,104円下落しましたが、その後、6月8日
にかけて6,625円を回復、実に下げ幅の93％を取り
戻しました。NYダウは年初から年初来安値の3月
23日にかけて9,947米ドル下落しましたが、その後、
6月8日にかけて8,981米ドルを回復、こちらも下げ
幅の90％を取り戻していました。

ポイント② きっかけはFOMC

今回の急反落のきっかけは、6月9、10日に開催さ
れたFOMC(米連邦公開市場委員会)での声明の
ようです。声明では、新型コロナウイルスの感染拡大
が経済活動、物価、雇用にとって大きなリスクとなって
いるとし、景気に慎重な見方を示しました。予想の範
囲内でしたが、これまで相場を押し上げてきた早期の
景気回復期待が一旦後退したようです。

ポイント③ 相場の過熱解消には必須の調整

上述したように、株式市場はFOMC直前の6月8日
にかけて大幅に回復しており、RSI※などの代表的テ
クニカル指標にはかなりの過熱感がありました。日米
株式市場のRSI※は「買われ過ぎゾーン」とされる
70％を超えるまで上昇しており、相場の調整は必須
の状況だったと考えています。但し、今回のスピード調
整で過熱感はある程度解消されており、このまま下
落が継続することは考えにくいと思われます。経済活
動再開は一歩一歩進んでおり、あくまで「一時的な
調整局面」であると考えています。

※ RSI（相対力指数）：代表的なテクニカル指標。相場が上昇、下落のどちらの
勢いが強いかを計測する。70%以上であれば買われすぎ、逆に30%以下であれ
ば売られ過ぎと判断される。
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図1：年初来の日本株式市場の推移
期間：2019年12月30日～2020年6月12日、日次

※6月12日は午前10時ごろの株価
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